
【教育理念・目的・目標】 

建学の理念 

 知育・徳育・体育 三位一体による医療人としての全人格の完成 

 

教育理念 

生命の尊重と個人の尊厳を基本として、保健と医療と福祉の連携・統合をめざす創造的な教育を推進し、

確かな知識・技術と幅広く深い教養を身につけた人間性豊かな専門職業人を養成することによって、地域社

会ならびに国際社会に貢献することを北海道医療大学の教育理念とする。 

 

教育目的 

北海道医療大学の教育理念に沿って、幅広く深い教養に基づく豊かな人間性と高度で正確な専門知識・技

術を有し、保健・医療・福祉を中心とする多様な分野と連携・協調して行動し、地域社会や国際社会で活躍で

きる専門職業人の養成を本学の教育目的とする。 

 

教育目標 

1. 幅広く深い教養と豊かな人間性の涵養 

2. 確かな専門の知識および技術の修得 

3. 自主性・創造性および協調性の確立 

4. 地域社会ならびに国際社会への貢献 

 

なお、上記の北海道医療大学の教育理念・教育目的・教育目標に沿って、各学部学科の教育理念・教育目

的・教育目標が定められています。 

 

 

看護福祉学部看護学科 
教育理念 

本学の教育理念を基本として、看護と福祉の連携・統合をめざす創造的な教育を推進し、総合的なヒュー

マンケアを担う看護専門職業人を養成することにより、地域社会や人々の健康の向上に貢献することを看護

福祉学部看護学科の教育理念とする。 

 

教育目的 

看護福祉学部看護学科の教育理念に沿って、人々の健康と福祉の向上のために、看護と福祉を総合的に俯

瞰した専門的知識・技術を修得し、人々の尊厳を守り、維持するための総合的ヒューマンケアを実践できる

看護専門職業人としての看護師の養成を本学科の教育目的とする。 

 

教育目標 

看護福祉学部看護学科の教育理念・教育目的に基づいて、以下の教育目標を定める。 

1. ヒューマンケアに関する深い教養および豊かな人間性の涵養 

2. ヒューマンケアを基本とした看護専門職に必要な知識・技術の修得 

3. 看護専門領域における自律的・創造的な実践力の涵養 

4. ヒューマンサービスに関連する領域の人々と連携できる協調性の確立 

5. 地域社会や人々の多様性を理解する能力の涵養 

 

 

 

 



看護福祉学部福祉マネジメント学科 
教育理念 

本学の教育理念を基本として、看護と福祉の連携・統合をめざす創造的な教育を推進し、総合的なヒュー

マンケアを担う福祉専門職業人を養成することにより、地域社会や人々の福祉の向上に貢献することを看護

福祉学部福祉マネジメント学科の教育理念とする。 

 

教育目的 

看護福祉学部福祉マネジメント学科の教育理念に沿って、人々の健康と福祉の向上のために、看護と福祉

を総合的に俯瞰した専門的知識・技術を修得し、人々の尊厳を守り、維持するためのヒューマンケアの観点

から社会福祉士や精神保健福祉士など臨床現場をはじめ、保健・福祉・行政などの場でリーダーとして活躍

できる専門職業人の養成を本学科の教育目的とする。 

 

教育目標 

看護福祉学部福祉マネジメント学科の教育理念・教育目的に基づいて、以下の教育目標を定める。 

1. ヒューマンケアに関する深い教養および豊かな人間性の涵養 

2. ヒューマンケアを基本とした福祉専門職に必要な知識・技術の修得 

3. 福祉専門領域における自律的・創造的な実践力の涵養 

4. ヒューマンサービスに関連する領域の人々と連携できる協調性の確立 

5. 地域社会や人々の多様性を理解する能力の涵養 

 

 

 

【本学の三方針】 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

北海道医療大学は、大学および各学部学科の教育理念・教育目的に基づいた教育目標の達成に向けて、全

学教育および専門教育科目を履修し、保健・医療・福祉の高度化・専門化に対応しうる高い技術と知識、優れ

た判断力と教養を身につけ、各学部学科が定める履修上の要件を満たした学生に対して「学士」の学位を授

与します。 

 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

北海道医療大学は、教育理念にある「保健と医療と福祉の連携・統合」を基本として、確かな知識と技術、

深い教養と豊かな人間性を持ち、広く社会に貢献できる専門職業人の養成に向けた教育課程を編成します。

すなわち、幅広く深い教養と豊かな人間性・自立性・創造性・協調性の修得をめざす「全学教育科目」、およ

び確かな専門知識と技術の修得をめざす各学部・学科の「専門教育科目」を適切に組合せた学士課程教育を

提供します。 

 

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

北海道医療大学は、「21世紀の新しい健康科学の構築」を追究し、社会の要請と期待に応えるため、豊かな

人間性や協調性・創造性等に加えて、保健と医療と福祉に関して各学部学科の高度な研究に裏打ちされた専

門性の高い教育を行います。本学卒業には各学部学科の「学位授与の方針」の要件を満たすこと、すなわち、

全学共通基盤の知識・技術・態度が必要となるばかりではなく高度な専門性の修得が要求されます。そのた

め、各学部学科では学位授与の方針の要件をより効果的に達成しうる資質を持った人材の受入れについて「入

学者受入れの方針」として定めています。 

 

なお、上記の北海道医療大学の三方針（学位授与、教育課程編成・実施、入学者受入れの方針）に基づいて

各学部学科の三方針の詳細が定められています。 



看護福祉学部看護学科 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

看護福祉学部看護学科の教育目標に基づき、卒業のために以下の要件を満たすことが求められる。 

1. 人間の生命および個人の尊重を基本とする高い倫理観と豊かな人間性を身につけている。 

2. 看護専門職に必要な知識・技術を修得し、健康や生活に関する問題に対して、適切かつ柔軟に判断し解

決できる学術的・実践的能力を身につけている。 

3. 社会環境の変化や保健・医療・福祉の新たなニーズに対応できるよう自己研鑽し、自らの専門領域にお

いて自律的・創造的に実践する能力を身につけている。  

4. 保健・医療・福祉をはじめ、人間に関する様々な領域の人々と連携・協働できる能力を身につけている。 

5. 多様な文化や価値観を尊重して地域社会に貢献できる能力を身につけている。 

 

 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

看護福祉学部看護学科の学位授与の方針に基づき、以下の方針のもとで教育課程を編成・実施する。 

1. 看護学科の教育理念を積極的に展開するために、ヒューマンケアの要素である４領域「人間」、「環境」、

「健康」、「実践」を設定し、それらの概念を基本として、各領域における授業科目間の順次性と体系性を

保つように科目を配当する。 

2. １年次では、学修動機の明確化を図り、豊かな人間性や協調性、国際的視野を身につけるための全学教

育科目、看護専門職に必要な基礎的知識および看護と福祉に共通するケアマインドを修得するための科目

を配当する。 

3. ２年次では、看護専門職に必要な専門基礎知識・技術、および様々な人々を対象とした看護学の知識と

援助方法を修得するための科目を配当する。 

4. ３年次では、２年次までの学修成果の上に立ち、看護専門職に必要な知識と技術を深めるための講義、

演習および実習科目を配当する。また、ヒューマンサービスにおける多職種連携にむけた協調性を身につ

けるための科目を配当する。 

5. ４年次では、３年次までの学修成果の上に立ち、理論と実践に習熟し、自らの専門領域を発展させる能

力を養成するための実習、専門演習、卒業研究を配当する。 

6. 主体的な学修を促すために、講義・演習の事前事後の学修課題を提示するとともに、グループワークや

発表を取り入れる。 

7. 学修成果を把握・評価するために、筆記試験、ルーブリックを用いたレポート、実技試験などを実施す

る。 

    

 

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

看護福祉学部看護学科では、学位授与の方針の要件を修得し、総合的ヒューマンケアを実践し地域社会や

人々の健康の向上に貢献できる看護専門職の養成を目標としています。そのため、以下のような資質を持っ

た人材を広く求めます。 

1. 保健・医療・福祉に関心があり、看護を通じて社会に貢献しようとする意欲がある人 

2. 生命を尊重し、他者を理解し、大切に思う心がある人 

3. 看護学を学ぶための基礎学力＊を有し、高い学修意欲および探求心のある人 

4. 看護専門職として保健・医療・福祉の現場で活躍したいという強い意志を持つ人 

5. 看護専門職として最新の知識・技術を常に学び続けようとする人 

 
＊基礎学力について 
英語、数学、国語を高等学校等で履修しており、生体の成り立ちや活動を理解するうえで必要となる化学、

生物、物理、大学のリベラルアーツ教育の基本となる世界史、日本史、地理、現代社会、政治・経済につい
て、少なくとも１科目以上を履修していることをさします。 



なお、入学者選抜区分ごとの入学希望者に求める能力、水準等の判定方法は以下のとおりです。適性を総
合的に評価して入学者を選抜します。 
 
「総合型選抜」は、これまでの学習・活動履歴や人物ならびに目的意識と入学後の学習意欲を面接・プレゼ
ンテーション・調査書等により評価します。また課題レポート・小論文などにより論理的思考力、表現力を
評価します。 
 
「学校推薦型選抜」は、学校長等からの推薦をうけて、人物ならびに目的意識と入学後の学習意欲を面接・
プレゼンテーション・調査書等により評価します。また課題レポート・小論文などにより論理的思考力、表
現力を評価します。 
 
「一般選抜・共通テスト利用選抜」は、これまでの学習・活動履歴や人物を調査書等により評価し、学力試
験により、英語・数学・理科・国語・地歴・公民等の多様な基礎学力を評価します。 
 
「社会人特別選抜」は、人物ならびに目的意識と入学後の学習意欲を面接・プレゼンテーション・調査書等
により評価し、さらに学力試験により基礎学力を評価し、課題レポート・小論文などにより論理的思考力、
表現力を評価します。 
 
「私費外国人・帰国子女選抜」は、人物ならびに目的意識と入学後の学習意欲及び日本語能力を面接・プレ
ゼンテーション・調査書等により評価し、さらに学力試験により基礎学力を評価します。 

 

 

看護福祉学部福祉マネジメント学科 

学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

看護福祉学部福祉マネジメント学科の教育目標に基づき、卒業のために以下の要件を満たすことが求めら

れる。 

1. 人間の生命および個人の尊重を基本とする高い倫理観と豊かな人間性を身につけている。 

2. 福祉専門職に必要な知識・技術を修得し、健康や生活に関する問題に対して、適切かつ柔軟に判断し解

決できる学術的・実践的能力を身につけている。 

3. 社会環境の変化や保健・医療・福祉の新たなニーズに対応できるよう自己研鑽し、自らの専門領域にお

いて自律的・創造的に実践する能力を身につけている。  

4.  保健・医療・福祉をはじめ、人間に関する様々な領域の人々と連携・協働できる能力を身につけている。 

5. 多様な文化や価値観を尊重して地域社会に貢献できる能力を身につけている。 

 

 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

看護福祉学部福祉マネジメント学科の学位授与の方針に基づき、以下の方針のもとで教育課程を編成・実

施する。 

1. 福祉マネジメント学科の教育理念を積極的に展開するために、ヒューマンケアの要素である４領域「人

間」、「環境」、「健康」、「実践」を設定し、それらの概念を基本として、各領域における授業科目間の順次性

と体系性を保つように科目を配当する。 

2. １年次では、学修動機の明確化を図り、豊かな人間性や協調性、国際的視野を身につけるための全学教

育科目、福祉専門職に必要な基礎的知識および看護と福祉に共通するケアマインドを修得するための科目

を配当する。 

3. ２年次では、福祉専門職に必要な専門基礎知識および様々な人々を対象とした知識と援助方法を修得す

るための専門教育科目を配当する。 

4. ３年次では、２年次までの学修成果の上に立ち、福祉専門職に必要な知識と技術を深めるための講義、

演習および実習科目を配当する。また、ヒューマンサービスにおける多職種連携にむけた協調性を身につ

けるための科目を配当する。 

 



5. ４年次では、３年次までの学修成果の上に立ち、理論と実践に習熟し、自らの専門領域を発展させる能

力を養成するための実習、専門演習、卒業研究を配当する。 

6. 主体的な学修を促すために、講義・演習の事前事後の学修課題を提示するとともに、グループワークや

発表を取り入れる。 

7. 学修成果を把握・評価するために、筆記試験、ルーブリックを用いたレポート、実技試験などを実施す

る。 

 

 

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

看護福祉学部福祉マネジメント学科では、学位授与の方針の要件を修得し、総合的ヒューマンケアを実践

し地域や人々の健康の向上に貢献できる福祉専門職の養成を目標としています。そのため、以下のような資

質を持った人材を広く求めます。 

1. 保健・医療・福祉に関心があり、福祉を通じて社会に貢献しようとする意欲がある人 

2. 生命を尊重し、他者を理解し、大切に思う心がある人 

3. 臨床福祉学を学ぶための基礎学力＊を有し、高い学修意欲および探求心のある人 

4. 福祉専門職として保健・医療・福祉の現場で活躍したいという強い意志を持つ人 

5. 福祉専門職として最新の知識・技術を常に学び続けようとする人 

 

*基礎学力について 
英語、数学、国語を高等学校等で履修しており、生体の成り立ちや活動を理解するうえで必要となる化学、

生物、物理、大学のリベラルアーツ教育の基本となる世界史、日本史、地理、現代社会、政治・経済につい
て、少なくとも１科目以上を履修していることをさします。 

 

なお、入学者選抜区分ごとの入学希望者に求める能力、水準等の判定方法は以下のとおりです。適性を総
合的に評価して入学者を選抜します。 
 
「総合型選抜」は、これまでの学習・活動履歴や人物ならびに目的意識と入学後の学習意欲を面接・プレゼ
ンテーション・調査書等により評価します。また課題レポート・小論文などにより論理的思考力、表現力を
評価します。 
 
「学校推薦型選抜」は、学校長等からの推薦をうけて、人物ならびに目的意識と入学後の学習意欲を面接・
プレゼンテーション・調査書等により評価します。また課題レポート・小論文などにより論理的思考力、表
現力を評価します。 
 
「一般選抜・共通テスト利用選抜」は、これまでの学習・活動履歴や人物を調査書等により評価し、学力試
験により、英語・数学・理科・国語・地歴・公民等の多様な基礎学力を評価します。 
 
「社会人特別選抜」は、人物ならびに目的意識と入学後の学習意欲を面接・プレゼンテーション・調査書等
により評価し、課題レポート・小論文などにより論理的思考力、表現力を評価します。 
 
「私費外国人・帰国子女選抜」は、人物ならびに目的意識と入学後の学習意欲及び日本語能力を面接・プレ
ゼンテーション・調査書等により評価し、さらに学力試験により基礎学力を評価します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【学修成果の評価の方針（アセスメント・ポリシー）】 
北海道医療大学は、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・

ポリシー）、入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）に基づき、学生の学修成果を評価し、さらに

恒常的な教育改善に資するために学修成果に関する「アセスメント・ポリシー」を定めます。入学時、在学

時、卒業時の各段階で機関レベル（大学全体）、教育課程レベル（学部・学科）、および授業科目レベルの三つ

のレベルにおいて以下の各種指標の組合せで学修成果を検証します。ただし、授業科目レベルについては各

種指標の中からシラバスに示す指標を用いて評価します。 

 

北海道医療大学アセスメント・ポリシーにおける各種評価指標 

 入学時の指標 在学時の指標 卒業時の指標 

機関レベル 

（大学全体） 

入学試験 

入学時アンケート 

調査書等の記載内容 

外部アセスメントテスト 

修得単位数 

GPA 

学生生活アンケート 

外部アセスメントテスト 

留年率 

休学率・退学率 

卒業試験 

学位授与数 

国家試験（資格試験） 

就職率・進学率 

卒業時アンケート 

卒業率（留年率） 

教育課程レベル 

（学部・学科） 

入学試験 

入学時アンケート 

プレイスメント・テスト 

（入学時テスト） 

担任面談 

定期試験 

修得単位数 

GPA 

学生生活アンケート 

外部アセスメントテスト 

留年率 

休学率・退学率 

担任面談 

修得単位数 

卒業試験 

学位授与数 

国家試験（資格試験） 

就職率・進学率 

卒業時アンケート 

卒業率（留年率） 

授業科目レベル 入学前学習 

授業課題レポート 

小テスト 

 

筆記・実技試験 

課題・レポート 

ルーブリック 

科目の合格状況 

GP 

出席率 

授業アンケート 

学修履歴（ポートフォリオ） 

 

 

 

 

 

【オフィスアワー】 
オフィスアワーとは、教員が特定の曜日・時間をあらかじめ定め、学生からの授業に関する質問や相談に

応じるシステムです。面談を希望する学生は、本学ホームページにて各教員の日時等を確認してください。 

 


